
鯛を太らせる蝦，あるいは蛤榔の鎌の駄弁

若桑みどり様へ

稲賀繁美駅間ルだ開始~./十ジめン月間制

若桑みどり挽

拙文に対して.きちんとした対応を取って

裁けたことに，まず心から感謝申し上げます。

何を言っても言いっ放しのこの国の言語環境

の具傑さに半ば蹄めていた者としては久々

に(でもあるまいにという罵倒が飛んできそ

うですが〉意味のあるーーと望んでおります

が一波且を立てる切っ掛けを得られただけ

でも多とせねばならないでしょう。 rこの国

の言語環境」と申しましたときに脳裏にあっ

たのはゴーマニズムという新宗教に関する

社会学的といってよい若桑様の鋭利な分析で.

その周到なる批判には喝采を送りつつ，その

一方で.いま新たに製造されつつある，ゴー

マニズムに救いを求める人々の姿に，日本の

教育'IJ!いつのまにか広げてしまった空洞の大

きさも推し量れて.鞍標を催さないわけには

参りませんでした借桑みどり r rゴーマニズム

笠宮』を若者はどう続むかJ 悶叩j 戦争責任ìi/BI?J j゚ 

m号， 日本の戦争責任資軒センター.H時w.鈴-4.1).

この固における一ーなどと一世化すること

は差し控えねばなりませんが一一論争は得て

して不毛な罵りあいになってしまいがちです。

しかし.それは当方が千野香識氏の一文l:jす

する批判を書いたことの呂町ではありません.

今回の意見変換も，建静9な応積tiJ原可能に

なった時点で.口を瞭むべきと考えています

ことを.まず冒頭にお断りします。また本来

第三者の立場からの評定に任せて.小生とし

ては弁蝉がましい行いはあるいは慎むのが，

この国の仕来たりかもしれません。さらに，

本来ならほ同一切「学会』に所属している

上下関係のうえからも. r千野先生J. 若

桑先生J とお呼ぴすべき筋合いかもしれませ

んが，敢えてこうしたこの国の慣例には就い

ません。後世の歴史家カ惨照して無意味では

ないだけの意電車と水車とを当方の健カの限り

で目指したく存じますが，もとより当方の作

文は「明断J でも「説得的」でもない接子で

すので，職調能力の不寸すな点をお突きにな

ってお手上げに追い込めるとご判断の折りに

はど容赦下さらなくて結構です.

まず育制定として一言.本誌の-iJ開(たま

たま・女性だとのことです加が. IJ也の千野

批判に(具織に冷酷にみえる)との評を下さ

れたことに. IJ、生としては深く感謝いたしま

した。 倶掛か否かは判断の分村1るとこ

ろでしょうが，冷酷与冷徹なる分析ができな

いようならば論争などしないほうカ精持稲

生上よろしいでしょう。また千野正-JJ叩hなく

とも「冷徹j な批判に値する学者と信じての

選択が. 1. 5 ページという，釣り合いを欠い

た倶船に齢、紙面を.千野氏の一文への

批判に割く決断の裏にあったことも確か?す.

現在千野氏が.それに値するだけの社会的影

響力を究津ずる立場にあり.主体的にその責

務を圏内外で果敢に果たし(その立論の危う

さに度々援し) .またこの一文にきちんと

鑓論をしておくだけの「歴史的J といってよ

い価値を認めればこその批判であったことを，

まず最初にお断りしておきます.

それではご指摘の一一当方とJ..，-:てはまった
く話カ噛みあわす型都に苦し主トー諸点に周

する確認に移らせていただきます.

[1]第 l に若森織カ相理となさるのは (ジ

ェンダーの乳点が主要な誤謬を打攻すると信

ずるなら.かかる信仰こそ「一部」の「価値

観j を「普通的J なものと取り違える鼠謬を

犯すことになる)という拙文すす.ここにジ

ェンダ一歩前の有効性そのものへの敵意を読

みとるような読者がありうることを，筆者と

あい垣間RA3>-5
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しては「深読みJ だとか「誤読J だとかと言

ってド鼎できる立経にはありません(鼠読も

維利のうちでしょう)。ただ，ここで問題に

したかったのi之それ.iJ!ジェンダーに係わる

ことであろうが.それ以外の問題であろうが

(こうした物言いかすでにジェンダー陰に対

する侮辱だと箔揮されるのなら仕方ありませ

んカ匂，千野氏の立盈には突き筒めると純

粋に酋理的にーーすなわち冷徹に一一言って

「甘い」ところカt露呈しかねないので，くれ

ぐれもご注意を.と(いらぬ老慧心ながら)

申し上げたにすぎ~せん.

一言やむなく抗弁申し上げますが，稽賀は

(日本美術史学の現状に息苦しさを覚える)

抗 (ジェンダー槍の欠却がそ切理由だとは

考えられないと断言? 体18~号p， 6) するよ

うな双搬な秀吉3ましておりません日本美

術史学切状現に息苦しさを覚える)原因に(ジ

ェンダー誼の欠如〉カ匂宇古することは認める

が.ただ〈息苦しさ〉のすべての原因を(ジ

ェンダー鎗の欠却)に還元することは危裁

であり，首理掛字としても，攻撃目療である

一一自分が「主要」だと信じてきた一一散方

の鼠易を縁り返すことになりますよ.という

のが，ここに託み取って蔵きたいすべてです.

そのことを述べた官官分カ宅藻犠にとって「ど

うしても理解できなかった箇所J となってし

まったのはいわば当然で，当方の鼠みたの

は集合酋上の「訟理」の艦密さを千野氏に

裏書することでこそあれ千野氏の(息苦し

さが「首理的」に間違っている) (周上p，5)

などという，若桑織も困惑されるような非曽

理的なことを言うぽずもありません。もとよ

り当方は千野氏の感じた〈息苦しさ)を{理

解できない)などとは一度も書いておりま

せんが.そもそも他人の痛みを(理僻でき

る.といった安易な寛吉の危うさこそが.今

日ジェンダー輸の重要な諭点のひとつとなっ

てきたのではなかったでしょうか(やや徒労

感を覚ゆ) . 

当方の「言い換えJ で11. (ジェンダーの

観点が主要な蹟謬を…-・・)と住要)という

言葉を補いました.これは(一部の異性愛男

性の価値軍}のかたよりに千世コるものを，か

りに〈主要なJ 価値軍として. (オルタフテ

あい旭町ゅ6

ィヴ)として立てるのであればそれは自動

的に，純粋に没価値的な諭理の必然として

( r一部」の「価値観J を「普通的」なもの

と取り違える) .という. (男性原理E 倒が

犯してきた(民疹)を錨り返す危撤があるだ

ろう.というまでです。(但し急いで付付加

えれば千野正自身は(?) .周到こも， G主

要な)などという言葉遣いは避けておられま

す1から，注意深い読者十止措働のこの部分が，

千野氏の文章に直掛旬けられているので怯な

く，いわば千野批割以前の一部助前提I::JAぎ

ないことは容易にお分かりになるぽずです") . 

今回若桑硲の尭言に添付された千野正の文

章にはジェンダ一輪で〈すべてカ変わる)

という宣言が見え安すが，これは前回の拙文

明主敢えて揚げ足を取らずに控えた部分?す.

主観的にはまったく疑いを容れない発言なが

ら.こうした安易な跨強こそ4主 (そ句脱構

築には[なお]想像を絶した抵抗〉を組織さ

せるに違いない(男性支野という敵方に塩

を送るも同然でしょう. (一部の男性異性愛

の価値郵むを〈一冊へとしかるべく緒小さ

せるためじ必要な地道な努力を，かえって水

抱に帰せしめる危識は回避するだけの輔副駐さ

が必要ではないでしょうか. tλL ジェンダ

ー論そのものとはEたったく無関係な.あくま

で純粋に論理酎操作上での危うさを指慣する

怜徹)な立場?すが女性I からの指摘

ならとにかく男性」からなら，いらぬお

節トーーと映るようでしたら，そうした本質酋

民崩京H:Jまもとより拘泥する気はございません

なお一見演末ですが，若桑様の引用には

置要な鼠鐸)とありますが.小生は温要)

という睦昧な言葉ではなく，純粋に益理的な

貨掃として〈一部)の対として〈主要な)と

いう言葉を補ったことを付記します. (ジエ

ンダーの視点カ温要な鼠穆を打攻する)とい

う一世槍だったならlt.小生とて何ら具輸も

なかったぽず?ず@その限りで三田晴夫氏の

一一若桑様の読解による一一見解とは小生

の意見l胡士するかと存じます.自分では思

い設けぬ鍵掃に他人権といっしょに括られる

のは言語活動にほ芹可避の不幸?すが.少

なくとも上記〈ー)に摘する限りは d生が

若桑識と共通の(理解に至ることも決して困
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艇で;まないように〕小生も患い:tす。

{ト1]第2点として若換織が取りよiずる

のはく f美術虫学j がかかる犠牲業発動

の鴻議議J Iこ祭主事長二謹合してきたとすれ

試それ誌男性交震拭

F主艶j な公使議序そ笥ってきた鮭銘記すず

ずーそれを rn議選しりと断ずる〔

ではなりの見擾吏蕗識として}ネかえっ

て f隣蓋しりともなろう) (向上 p. め

拙文すす。これには前半と後半があり，

前半では千野氏が〈異伎産男性の価飯観によ

って選ばれた)と表現したのそ稲演が〈品

性最男性の価値視1:蕪説塑'JI之組合して滋た) . 

と言い蓋したのカflすしからん， とのど批判で

す。しかしながら，いやしくもジコニンダ…総

論者が r異性遺発性j の f鏑畿銀J Iこ無段

戦こ謹釦ずるなどという事襲撃;えそもそも

論理鰐に矛遣した語でa そんな脚色な断苦言を

した覚え;まもとよりありません。 借金}し

うる老体占えこの話実を選択した数時勺千野

誌の車文とは甥確立 u1"tt"でいる捻ずです

し，その“ずれ"をはっきりさせるために

錨飴という錨値罷を含んだ締殺が選択さ

れた昨ずすす。(男性在中心とする}研持者

たちカTつい最近まで無意脚切ともせよ価会

してきた)というふうに，事遺族寄託「方糟むし

た責出立甘んじて引きさ託けますが，こうして

美築史の{男性支配〉への批料的強智会一一

あくまで当方の糞桂で一一欝したことで，

獲めでも議較するならともかく，かえって若

桑議からど致事jを業主くのは畿に￡併で，なに

やも鱒錯した事欝です会

を取しているので誌あ

と申しますのも，ここから我々{持者の基

樹惜露識の麓轟}玖内容こそ若桑様(/);:::
指摘とは異主主るもの.はつをきりしてくるから

マす@その前捷として.ä::す腎概を主主とつ解

いておかねばなりません。当7J1こは f非人称

の，非時層的な，界制ヲな，非人積荷台な，い

いかなる焚術史学も存夜し

ないj ということが分かっていない，とのお

叱りですが，当方がその後の，管染織が霊哀

しておられない議接で指機したのはまさiこ

そうした蓋数のカの穀倉としてしか存較し持

ないI;t"ずの英術史{学)拭やかて荷改かポ

リフォニーを失い. (矛雄創立らみ相互i之衝

喪する研究者髄々人の戸の締体』乱いつしか

臨令状鐙から毘して，践の~もないカ守畿の

声でもあるような，普濫伎の衣唱とä::とった)

それこそ若義援会批判してやEどない〈大文字)

玖非人榊捻 f美郷史J. およがそれを司

る特議釣な f英術史学j なる〈雛威の震設へ

と譲渡を遂ぜて諌盤ずるiこいたお，という

岳部の舞術でしたく等級。そうした事態の裏表

史企部全析を翠cて， く文文学部発策ま〉なる

聾物会t害時雪ずる鶴錯への議認さと後ながら

試みてきたつもり〈絞殺拡都議事犠護軍の費時……

エドゥアールーマネ没後の綴今し:ß宮子反大学儲絞会，

l的7) の小生としても. (ひどい疲労を覚え

た〕の』之このように共避の融恐鱒識してい

る泣言うなのに.たまたä::::t検時的な牲の分配

カ号車うというだけの一一生後押執史論的な一

一理密で，かくあ〈譲僻カ嚇ってしまう，

という事轄すれ

そのうえで，との誌揚鈴T無駄マ誌なかった

の注 f美議史学j なる讃努遂に鋭すものiJi，

爵者で違っていること会鴫議したからです。

藁街虫学会的向蕗からジニ又ンダ…史鎧j

を武器にその劇薬野に援身しておられる立場の

方々の寅妊最高と，いわぜそれを鍔き設して美

術史学史という蟻力説令部場そのものを批判

の封家と見る，学会の米織ないし臭繊の立場

とのす守1見ここで鋸協本肉離となった滋子

です。蛇定式訪tら艶術党員総J そ( (ある

時代，ある社企部なかのある時腸1:.属するあ

るイデオロギーをもった，…践の[!?)セク

シュアリティーをあった}集鑓といった)特

定の軽量麗によって下部長難ずる露麓方法体議事

怨動総に;えあるいは fレッテル描抗 1:'悪

用されカ唱え主い金銭安感乙まれさらむまぐそ

の集f1j.そ母議総認績があるだけだ5 で窮

屈は終わるのでしょうか。告しろ鰭菱重はそこ

から強まおまずでタコニンダーま艇もそ
のなかで，館職織的水惣のみならずe いやお

うなくある一主主の政治然搬蝿を発揮しうる装

盤であることi乱館ごなしに否認さえEさる方が

かえって最護柏、と符じます@

[2叩 2J とこの点iこ酪速し愛すので，第2点

あい諮招恥掛?
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の後半に移ります.若桑織によれ』孟千野氏

は (ω (男性支配という歴史的事実を間違

いだったと言っているのではな)い。彼女は

(b) (一部男性の言説を普遍的だと思って

きたのは間違いだった〉と言っているのであ

って，ここで一一当方の解説に誤りがなL汁1

1;[-稲賀は Gコ)を ω と韻訴する(奇妙)

な(取り違え)をしているとのど指摘です.

まず(a) については，千野氏のこの場での

尭言の意図とは無関係に，小生は(必のご

とき平塚らいてう的 (1) 判断も(またその

逆にあくまでllEしかったJ と言い募る暴論

も一ーともに小生個人の意見ではありません

が一一) (限的に出癖J上許容されてし

かるべきだと考えます(それが「美術史学J

さらには「ジェンダー史観J にとってふさわ

しい選択か否かの判断そのものを，当方は学

術以前の「政治的J 決定と定義しており，か

かる決定は恒人の責任に帰すると判断します

ので，その是否にここで私個人の意見を差し

挟むことは遠慮します。ただ例えばゴーマニ

ズムに対する若桑織の態度表明への貨同はと

に表明したとおりです) . 

当方の眼目は(訪のような場域"の可能

性は論外として，もっぱら(b)として解釈

した場合に千野尭言に宿る陵味さを指摘する

ことでした。 住t段落のご批判を受けて一一

不本意ながら一応一一言い直しますでか勺 (異

性愛男性の価値観によって選l合lR:.)言観と

しての僕捕吏)およE助3かる言説を袋詰伸l

に) (.信じた自己)を(間違っていた)と自

己(告白)する姿勢そのものに骨括合世竪患

と認識論的正時の混線が見られる.という

のが当方の貝6であり，若桑犠のご批判とは

すす1違っているかと存じます.何かを普遍的

と思ってきた自分のまちカTい lこ気づくのと.

普遍的と信じてきた人々はまちがっていたと

断罪すること，さらにその(まちカTい)によ

って現に作られてしまった歴史像そのものを

否定すること.この 3 つのうちどの水懲の発

言カ申IJgtJ不能な点が危慎されたわけです.こ

の当方の見解一一あるいは〈誤帰一ーにな

お修正を加える必要があれは再度ご指摘鉱

ければ幸いです。

蛇足ながら. (一部男性の言説を普通的だ

掛か3町RA.'n-8

と思ってきた)認識の歴史の形腐屋程と，か

かる信仰を支えてきた文伯ヲ背景の解明一ー

というあたりこそ.当方が問題のシシポジウ

ムに期待しながら寸すには報われなかった，

と感じた部分でした。さらに言えば今まで普

遍と信じてきたものへの信仰の魔術から解放

されn~t-つまり「自分怯間違っていたj

と気づいて，その点を自己‘批判す苛1ぱ一一，

それでよいとは参らない，という論点も，ご

批判厳いた拙文では明記しておいたぽずです

{前掲 P.1.3)。

[2-3) これと関連して次に.若桑様は上

の発言を千野氏の〈言説を信じた自己)へ

の，いわば私的な資格による反省官守言及(つ

まり個人的な判断の修E だったとする助け

舟を出されて，そのお陰でなにが問題となっ

ているかが琴羽震になりました.と申しますの

も，当方は件の宣言文を拝見して. (間違っ

ていた)という発言の主語にある{私たち)

はむしろ集団的共同体カ洪有すべき「普遍的」

なメッセージを指向したもの(これは詔韓論

上の，いわば無人称による正誤の認定に蹴丘

します)と“誤読"し，ここに違和感を抱い

ていたからです. 弘たち)の仲間入りを許

されるか否かの分かれ目が，この文章に首肯

するか否か. となれ』お土棲は合いますーが.生

憎.小生個人としてはそもそも〈一部の異性

愛男性の価値観によって還ば才1えものにすぎ

なかった) (美術史)をもとより{普遍的〉

とも(主痴とも思えない，という侵出惨な

1) 体験から出発して美術史学批判を志した

者でしたので，最初からこの依たち)から

疎外されていたのかもしれません.こういう

存在は(理閉めを絶しているのでしょうか.

なお，今回の若桑棋の要約で千野論文の意

図は村封こ尽くされていて，当方としても(ジ

ェンダー論を無効だなどと宣言したZ目宜は

ない刊t) その意蜘コ君臨まありません。した

がって以下の弁解は無用なのですが，千野論

文そのものの検討を差し控ええのはそれが

あくまで閉店艇と表された以ι 当日のシ〉ボ

ジウムの「報告」に“流用"するのは調られ

たからにすぎません。ただ，千野論文の〈成

果を可能にしたその方法論)が.当方の問題
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にした宣言文であると若桑織は主張されます

拭当方比この宜雷文が千野論文の実現と

は学問的な手続きの水車では糊脇(ない

し混線させて論じるにはあまりに最強力表現

を含む)と判断したからとそ，敢えて美術史

学以前の水感(つまり僻究方法の前提) ) 

に瞳定して問癌lこしたに過ぎません。そうし

た回避を非学問的と指弾されるのゆL~1'.""す

ので，教えて一言することをお許しください。

およそ社会における棒力関係の分析を〈ジェ

ンダー史観〉の専有物とイむし，この使観)

に“政思ずs すると判定したものを伊舟くと

いうのは党派的なスタンスで，それを{美術

史学のレヴェル)という雷薫で正当化される

のは， 制強一普"かと存じます( r党派的j

であることそのものを惑いと申しているので

はありません)。なお，これも蛇思?すが，

そもそも〈異性畳弗性)などというカテゴリ

ーがとの国(を地じめ歪る開でどの程度宥

劫なの材調担するのは 〈器という言喋

そのものの託金的な範離が歴宜的にいかに揺

れ動いたかの研究か嘘んな現託第3世界ジ

ェンダー論や家装置金学，ゲイ・スタディー

ズにも諜い見識をお持ちC研究者lこ対しては

釈逝!こ説法の類いですので，差し控えます。

この間，千野論文に関してtt より専門の

方々が9 シンポジウムの席上をはじめ臨に鰻

つカ唖底的な批判を展開しておられます(参

照宮本総鈴号何時努馬ニュース>> )。したiJ!って当

方!こ止その屋上墨を藍ねる理由はもはや

なくなったものと判断します。まして，それ

らすべてを一緒くたにされて， (男性錯丘に

よるパッシング)のー膿だなどと曲解され決

めつけられて』主当方，かえって美術史ご専

門の方々にあらぬと?迷惑をかける愚を犯すこ

とともなり兼ねません。むしろ当方としては唱

者桑様もど提言のとおり，当方のシンポジウ

ム批評!こ対する，専門家の皆様からの{学問

的)など批判や誤霧訂正を頂離できれはと

念じております。

無意礁に長い再反舗はこのあたりで打ち

止めにいたします。以上L 当方が繰り返して

いるの比上毘のようなごくごく一部治ワな論

理操作iこ過ぎず，もとより若桑様カ報提して

下さった. (ジェンダ一史観とは迭去の男性

支配を否定し，誤謬として管脅する政治時イ

デオロギーだと確信して深読みをしてしまっ

たのであろう)といった，過褒l二等しい(苦票

読み〉にはただ苦突するのみ?ず(しかし，

そもそもクェンダー史観がここで若桑滋自身

呈示されたような傍掛的イデオロギー)で

あってはならぬ理由カ明るのでしょうか}。

とまれそうした(濫読み〉の水患に括を逆訴

させないために，あえて「今， 日本の美術史

学をふりかえるJ への(無料)寄稿依頼に応

ええ者としてはその一文が(あれほど区大

な宇明事制されたのには憲嘆しました約ま

たぞろ(ジェンダー美智史への攻準〉とか

(千野氏への酷評)とか〈パッシング〉とい

った輯み響えに京閉ざれ当方治滑概しよう

としている無意味な本質輪的ジェンダ一対立

(以前の生物学的性華決定論) I乙かえって

格#の口実を嘩侯ずるような且甘さ"を含んで

いたととに暗鞠たらねば抵らぬのでしょう治、

ただ，今回のご批判で当方が危棋せざるを

得なかったの拡一一それがここまで，この斐

労のような反論を執筆した理由ですカL一一.

(ジェンダー史艶 ぽけ?)は(客覇的な

科学)であり(善悪j ワE誤i を問躍とす

といった，曾わぜ溝朴なジ

ェンダー史学無罪輸にも飛彊しかねない発言

が，それこそジェンダー輸を尭展させるに宝

った背景にある艶脱洋閣の哲学問此(ある

いはオリヱンタリズム批判やニュー・ヒスト

リーからカルチュラル・スタディーズ，サパ

ルタン怨霊平に至る，若桑様ご自身最良の紹介

者かつ熱心な推進者のお一人である}討xの領

域での)撞通告をまったく等関lこ付して曇高ら

かに宣言されてしまっている点にあります。

〈複致の美術史〉を標傍していたさる外閣の

大学の専攻理組で，そ切 i日韓民地がらみの眼

界を舗をというほど見せつけられた轟通貨を出発

点として，ボンピドー・センターでの「自本

の綿貫首J 展批判やオリエンタリズム艦髄批判

なと微力ながら観点の受賞と価値離のせめ

ぎ合う現場に立って繋術史J を究参宮する

酷場の生態を分析してきた者としてl立九あた

かもすべての問題がく男性諸民治環父長期的

担当さと文化のなかで無意議動力，意識的に培つ
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てきた男性専制政治へのやみがたい権利意説

抑えがたい女性嫌悪，主樋を周縁の他者に脅

かされるかもしれないという被嘗妄想.感覚

にまでしみこんだ男性中心思想〉に還元され

るとでもいった，それこそ(若桑操ご自身ご

発言のとおり) (学問的ではない)語論を前

にすると.せっかく貴重な時間を費やしての

御反論なのに，なんだか1晩年以上昔に連れ

戻されてしまったような落盟問題tせません。

愚後に，今回の若桑楳の反論によって，若

桑織と千野氏との微妙ながら決蹟ヲに異なる

立場表明がなされているかに“邪推"されま

したので，その点についてひとつだけ質問申

しょげることをお許しください。小生が千野

氏の(主旨には基本的に賛同しつつも)愉理

の務めの甘さに終始はらはらしながら続むほ

かなかった文章を一一せめて外語で発表され

る時にはご注意を.という意味で一一，それ

でも長々と引用した理由にはそこに(当方

の言い直しをお許しいただ肘11お 〈既存の

ヒエラルキーを纂奪する槍力闘争とは無縁な

非=報力による「学問の刷新J )という美し

い夢が悟られていたからです。悲観症の小生

はこれは所詮夢として抱き続けるほかない

無の場所u-tq:åaと覚悟してい定す.それは

『あいだ』のようなミニコミ誌でっかのま許

される解放区でしかないのかもしれません。

とはいえ，この千野氏の文章には多くの論

者カ積百りがちな陥弊カ叱ムとつ，注意深く回避

されているように思われました。

ところが，そ切援護射撃であったはずの若

桑織の今回の文章にはまだこの手の敵(あ

るいは小生がその仮想敵と蹟認していただく

栄誉に搭したような手合い)を相手にせねば

ならぬような閉塞的扶況がなお続いているの

か，と当方を落担せしむるに足る，文脈のず

れたご発言が多々自に停~りました。当方を

{ジェンダーを敵視する学者)と推断してお

いでの傑子である以上，何を申しでも箇融に

もなりませんが. (ます顎ーに相手の意図の

-鑓集ØI.からの要荷で，関遣する挺繍をいくつか列記する.

民解から発して，第二に根深い反感から発し

た) も恐怖にも似たリアクション)なる表現

はそのまま坊匿しするしかないのが農舎です.

また{それが自分の現在の立場を侵食する可

能性がある場合には附す意識となって現れる)

という被害者意蜘まかりが先走ってか.当方

の論点とは無関係な.批判をされた当方とし

ては，この程度のことも認識していないのか

と民解されるのゆ乙併にして片歯清い，娩多

の有り難い“ご教示"に関しては，あえて反

論するのは控えましょう.

それで，先富の質問に戻ります。ご担評に

は(全世界的状況から日本の開閣がこれ以

よ立ち後れないため)とか. (国際民ほ水.lI'

における新しい歴史学の動向への認識の遅れJ

といった相変わらずの輸入性善説(それが危

険なのは保守派に安易な居直りの口実を与

えるからでしょう。なお当方は借り物だから

悪い式の櫨論は緩いで，貸し借りは大いに結

構だが.しかしそれと品質の保証とは別であ

り，かつ品質にこだわるのは危識だ，との考

えです)とか. (あなたがた(男性)にとっ

てそう見えたもの玖わたしたち伎性)に

はこう見える)といった(専制的)な本質槍

民汚撹性別差具論. (女性支配の歴史をも発

見」すればそれで情報扮ヲな科学)であると

する論理飛揮のある主張.といった言曹が散

見されますが，当方カ?遭掻ながら問題にせざ

るを得ないのは，こうした“反ジェンダー鎗

的価値観"といってよいでしょう.とりわけ

(オルタナティヴを提案する)のカ坪野氏の

主旨だとのご発言カ喝りますが. (オルタナ

ティヴ)という(すでに歴史的に手垢がつい

た)発想に臆された.密かなる権力宙匂を断

固否認する覚悟にこそ. (ヒエラル牛ーその

ものを無効佑〉するという千野氏の宣言文の

可能性の中心(あるいは辺境1) もあったの

ではないのでしょうか(とはいえそれ泊論理

的に言って決して(もうひとつの，新しい歴

史学)などに収蚊ずるはずはない.という保

留つきです功。西暦1.9!:潟年5月 26日)

1・Io:pls!位Avfrt.(泊吐血占!pÐ'，白四台回目d晒:poc量é，ClAOJ&注目， WJY血益羽田忠則湾、w.197"笈Tl.
1 ・Jm.1!重量elø唖11-Gørde血占qxxl・ ， F'.ct11-陶; l'f 10， 1情7/88， 即昂る4.
r19世紀フランス絵廼とその外部J r芸術の近代J. 岩渡.店.1償却.pp. 121 ・ 160.
判事B哩 C制叫，rí'Iblmoæ'. 1he 0:rrlIa::nS if'Rø:P叫 u由由曲唱7. tbI喧喝，ríQ虹亭 l跡、~
"D: I危怯mnàr8l'句史田町姐~Iø. DX泊=o:JIteJ毎XDBぜ. socd:世CIe加t N" 8 , 1侠応、 W.47-Ø1.
寸b b!: A占写盟賞rr.Al怯~飽食JeSo-α必ョ1 戸JI!t-恥位主m En!.'， 7h阿Thxt Nr. 33, 1飯事51田， r.p. 17・24.
rA，:刻乙への筏線J .佐々材。掴，名古屋大学出版会，同砿停I ・18. w.2み278.

あいだ町~1O

L~t.:.9.H1lf~0)~.7).ilr~~~J'" 

lQl~ilrt.:~l~~ :fjj-'£:}i!UlO)MI:. 
iI)~tlQ~~'blAl1J~lC~)?~ ~:k 

1:~"t"l,..7).;:Ivt-:'9Jtt'P/L\.ruID I:~~tl 
~c"t"'b~)?~, -t-tl;:-t- (~~EI:et~ 
§!E"O)c:t3l)) (~~I:ttJ:~l) _~ilI 

1:9QC, it?iI) < :t't:t.t~-'£:JH:>l,.Lo) 
ill! ltlIiitJ. 0) I:, t.t1vt.:iI) 1~~t.U. tfl:.if:h 
lR~tlLl,.~?~J: ?t.tQ~mit~itlvo 

~I:, ~~&JriI:J:?L. ~ 

Mc=fJ:f1£cO)ttiPt.tilrS~I:M~ 

JI~~ft.t~tlL~l:Oil'l: u$1l" ~tl~ 
l,.~O)"t", -t-0)#J:-:J~lLV.C-:Jtt1~flJl$ 

l,.J:trQ;:C~:8J'1=l,.<t.:~~l. IJ,~r=fJY 

1£0) ~~I:I~I:Jffi5Jl,.-:J-:J'b) fl 
O)~~O)1t~I~I;tSI:tS l,.t.t~rS~ttli 

iI)t.till-:>t.:."5l:.f1.~-tt~L~~~tl 

Q~I:I;t~~, C~l?~"t"--, -t-tl 
"t"'b:&:J< c5Iffll,.t.:lJffil:tt, -t-;:I: (~1f 
O)-a-~l~l,.~:t3J'tl,.vlt.:t.:lml;f) @tfjQ) 

1:::.I:3 JV:f-~HT Q*l:h~~c I1.Udl 
#-4l:hI:J::o r~O)ilJiTJ ) c~l5~l,. 
~l.~~StlL~lt.:iI)S"t"'"t. HJjEO)IJ'1:. 

I:t. ;:tlttpB.cV(m-!Wt~I~)t.t~l 

.O)ilmu-tq:!ac B l,. L~ l no -t-ttl;t 
r~~l~J 0)J:5fJ~:::J~~iI)0)~ 

~tlQ~"t"l,.iI't.tvlO)iJl'b l,.tl~ttlv. 

cl:t~lit, ;:O}'fJT1£O)Ut:u. ~< 0). 

~fJ(B I) ilN;,~rv.c-:J, i±.fi < IEIit 
~tl'"(~l:oJ: 5 I:.£htllt:; l,.t.:. 

c;:;Silf. ~i1.>?t.:I;tf~ 
~0)~1:1:t. It:;t.:;:0)¥Q)~ (eI; 
:0 ~ ll;ttN£j)f~cm l,. '"(~ It.:t.: < 
~:ml,.t.:J:5fJ=f..g-~)) ~~=f.I:ttt.llt 

t.t S t.W:: 5 t.t~~:t3~ l'"(~ l.oO) 
1J), c~1f~mmttl,.tt.oI:JE.o, J<::M\O)-r 
nt.: ~r~.q § I:W;;: I) ~ l,.tto ~1f~ 
(~x/5-~ftmT.o~) C~l,.L~ 

~l"t"O)tlT"t"it)Q£l.t. 1'PJ~$ V(~_I: 

'bt.t I) ~i! Ivilf, (~n-l:mO)uO) 

*~tJ\;(7)g-co, ~:O_HI<?tJ':Jll~T:O. 

M.illS~l,.L, ~1~~l~iI)S~l,. 

t:J G~I: 'b~ I) 7 ~ Y 3 /) t.t:o~ 

I:t. -t-O)~~.b'jgl,.T:Ol,.iI~~lO)~~. 
ltt.: (-t-MfEl~O)d~~iiJ 
ftj)fit) Q~I:I~ct.t? "'(JJ.tl:o) 
c~l?Mdltb)l)ilt~?LiJ\ ~1f 

O)fiJ#,.cl~1Jd~. mfll~~~~1fcl,. 

LI1, ;: 0)iUl:0);: c ~al,. "'"C~lt.t~lO)iI) 

CM~nQO)\;tL~I:l,.'"(1't"U~l. ~ 

~I).~l u~" l::.mll,.,"(\;t, it) it '"(Ii. 
.-rQO)I~~l,.J:. ?o 

-t-tl"t". *i!O)jI~lIlH:~l)rto ~MI: 

l:t (tl~\S B~t;:t1J;), 
..t.ft~~tl.il.~lt.:~) c~\ a;g~ 

1:~~tQ~l,. ~ll!f5e~I!lJt!J ....... O)~~ 
c ~ l? t.:~b S -rO)fiA:ttH (-t-tliIffjt 
~.t0)1;t, WiT'l'iH~~~l)o)lJ~~lj. 

~Q~)S"t"l,.J:.? t.t:S~1fI;tm:I)~)S 

¥~lltO)Ut;tll~l"t", ~l,.{iil)\tjc~ll~ 

mt.:ilf, l,.iJ'l,.-t-tlbib.O)~c\:tilIJ"t"eI; 

I), ~)-:J6b"I:;:t-::bQo)l~, cO);iIJ­

it"t"'"t) cil), (3Jt.tt.:iltt.: 0011) I:c? 
"'"C-t-5JU..t.: 'bO)~r, bt.:l,.t.:~ ~ I: 
1:1;: 5JU..Q) C~l?t.: (QJt19) ~n 

~ruJIJ~, ~~O)ft~'b~ 

.ID Tttlt-t-tl"t" (~) "t"it):oc 
9:;'MMO)il>Q~ C~l?t.:~ffl. 

J!~tl~9i1t, ~:7JiIt'fttJ.iJtSflJlMl:i!~ 

:;,~~t.t~lO)~;t, ;:? l,.t.: uIi.~x /5-it 
~ .. C~l?'"(J:~l"t"l,..t 50 c I)b~t 
(;;tJv~TT-< rJ~Q) O)ilt=fJT1£O) 

3::~t.: c 0) ~~ I) lt9i1f, (;;tJv~ T 
T-< t'j) C~l? (~I~I:'=f.1EIJf-:J~l 

t.:) HI:a~tlit. ~iI\t.t:;,WJ~~ 

~~9:;'HI:;:-t-, (l:::.I:3Jv::f--!:-ro 
'b0)~~ 9:OC~l5=fJf1£O)~0) 

PTHO)'P/L\ (it):O~~I;tjll.lJt?) 'bit)-:>t.:0) 
~:ttJ:~)0)"t"l,.J:. 5~) (c~;t~)it-t-tU~ 

t191:-a-?'"(~l,.L (~5V.c-:J0). ffil,.~lll 

5e~) t.tC:I:.!&it9:;'I;t'fi~~l, C~l?~ 

i?-:J~"'t"TtJ1). (g~~26B) 

'L '~ffl!d-Gardeal~', ~et.~ ClAO:>E:.r.J.m. WJvah~ 1968. w..1'dl-'Xf7. 
'L • hM!IIie AwIl1-Garde au.llpn', &nt-\.bt; N' 10. 1Q67/88. ~. 
rl9t!t£77/;A._C-{-(7)~J ~jl(ft.l, ~~, 1900,pp.121-160. 
~ C8pIbII;yr:L~', 1he0:n:tla::m~Udetsbdt4l. ~r:LCl:b(p. 1005. ~ 
"DcrArt:l!!anU~lIlleeull.~Ie.IIlOCb:IlII:e.JepcDallllC', ~dt>l'ort N" S. 1995, W·47.e1. 
"1bb!:A~ArHl!t.lnhSo<UrlJX)t't-ModmlEra·, ThtrdText Nr. 33, 1995/00. W-17-24-
rJU:ft~, ~~~, t,o~.ti, 1900. Wi-IS. ):p.2OO-278. 



あいだ EXTRA30
発行=実衝と美商館のあいだを考える会

1f回(明治21) 年.キヨッソーネによって織かれた明治天皇
の陶・JItfl写真Eで写真にとられ 『萄真~J として全国に
配布されたことはよく知られているところ.これはその肖像
置創作の参考とするため，キヨッソーネが天量の正重量を身に
つけ.みずからモデルとなった写真 (tお雇い外国人エドア
ルド・キヨッソーネ没後1α糟』図鼠鳩絹聞配制.
1007，より.復写野可済み}

モリムラさん，

1998年6月初日 lfe1∞円

たまには和風もおやりなすって
wrry 似1t )心u rx>se )QlrSetf i門ぬ ωme 

団法:nal官g\Ies of 廿1ÌS∞ぱ市y， Mr.Mαirnra? 

CαT耳目出切， F\JlrUZl副 F加四

あい旭町臥~1

199~6~208 l$lOOFl 

~I) A7~1u, 
"k:.* r:.(~~. ~d3"\b U ~9?-C 

W'rry cbrt t you p)Se yoLrSetf into some 
na.OOnal figLres of this coU'11:ry, Mr. Morirn.ra? 




